
【成果指標】

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

回 15 30 13 17 12 10 20 13

校 20
全校
（24）

24 23 20 24 24 24

％ 27 60 28 30 33 29 30 33

％ 9 15 7 6 8 9 7 7

％ 47 53 48 47 47 47 47 46

％ 2.5 10 0 4.3 0 2.8 2.3 2.6

％ 41 44 41 42 42 42 42 43

回 15 20 15 17 17 18 18 19

箇所 1,799 2,000 1,866 1,884 1,889 1,914 1,918 1,962

件 13 30 15 18 20 24 27 30

進捗状況
成果指標の説明

30歳代平均給与収入金額における
男性を100とした女性の割合

自治会の役員（会長・副会長）に女
性が含まれる団体の割合

目標値
(H27年度)

基準値
(H21年度)

指標名 単位

子どもの緊急避難所の増加により、
不審者の抑止力にも繋がり、子ども
の不安を取り除く効果もあると思われ
る。

30歳代の給与所得者数における女
性の割合

結婚、出産、子育て期に低下している
30歳代女性の就業者数を上げること
で、能力を発揮できる人が増えること
がわかります。

女性等への暴力防止に向けた啓
発・研修機会の提供回数

自治会における男女共同参画推進へ
の取組の広がりがわかります。

出前講座の開催回数
各種団体等の男女共同参画社会の
実現に向けた取組状況がわかりま
す。

学校における副読本の活用
小・中学校での男女共同参画の副読
本の活用により、男女共同参画への
学びと気づきの広がりがわかります。

男性と比べて、30歳代以降に格差拡
大していく女性の給与収入金額を上
げることで、企業内における女性の能
力の発揮や生活における経済的自立
につながります。

彦根市男女共同参画計画　「男女共同参画ひこねかがやきプランⅡ」進捗状況

2011年度(平成23年度)から2016年度(平成27年度）まで

男女共同参画推進事業者表彰累
計件数

事業者（個人・法人・非営利団体・自
治会等）における男女共同参画推進
への取組の広がりがわかります。

市男性職員の育児休業取得率
女性はもちろん男性も育児休業の取
得が進み、仕事と生活が調和した企
業・職場の広がりにつながります。

市の審議会等における女性委員の
割合が40～60％である審議会等の
割合

男女共同参画の視点からの意見が
政策・方針等へ反映されていくことが
わかります。

市の関係課が行う研修会や啓発の機
会の増加がわかります。

子ども１１０番の家の設置箇所数


